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ーみんなが安心して働ける職場づくりを目指してー



作業負荷の軽減に係る取組

高年齢労働者が増加する中、作業負荷の低
減に取組んだ事例です。
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タイ
トル

製品投入時の作業負担軽減

事例

改善前
↓
改善後

ポイ
ント

製品（約15Kg）を六角形のポットに入れる作業。ポットは４連あり、台車
（キャスター付き）を横に移動させ、取手を持ちあげ傾けることで製品を流
し込む。重量負担軽減のほか、製品がこぼれず時間短縮も図れた。



作業負荷の軽減に係る取組

高年齢労働者が増加する中、作業負荷の低
減に取組んだ事例です。
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作業負荷の軽減に係る取組

高年齢労働者が増加する中、作業負荷の低
減に取組んだ事例です。
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タイ
トル

しゃがむ姿勢での作業を作業台を設置して行うようにした

事例

改善前
↓
改善後

ポイ
ント

各作業の見直しを図る中で、足腰に負担のかかる姿勢での作業改善を図り、
大幅な負担軽減を図ることができた

タイ
トル

ラッピング作業の負荷低減

取組
内容

ラッピング時にパレットローテーターを使用し、不自然な作業姿勢の抑制

ポイン
ト

作業負荷低減アイテムの活用で作業姿勢を改善



作業負荷の軽減に係る取組

高年齢労働者が増加する中、作業負荷の低
減に取組んだ事例です。
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タイ
トル

体力的に安心できる人員配置のしくみ

事例

改善前
↓
改善後

【改善前】ライン各設備での作業負担に高い低いの偏りあり
【改善後】4名の技能配置員が作業ローテーションすることで作業負担の

平準化を図る（高負担作業と低負担作業を２時間ごとに入替）
時間毎ローテーション表 配置図

ポイ
ント

高年齢者だけでなく、体力に自信のない労働者も含めて展開
実施にあたってはローテーション表による明確化を目指した



高年齢化によりつまづきによる転倒災害リスク
が高まるため、これに着目した対策の事例です。

転倒防止対策の充実
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タイ
トル

１耐滑性がありつまずきにくい作業靴の選定
２ コンクリートブロックにてかさ上げ実施し、高い段差を解消

事例

改善前
↓
改善後

１ つま先が上がった安全靴 ２ 大きな段差を解消

ポイ
ント

高齢化により無意識のまま足の上がる高さが小さくなっている点について対
策を講じた。靴の選定においては靴底の「耐滑性」も検討を行った

段差大（約40cm） 段差小（約20cm）



高年齢化によりつまづきによる転倒災害リスク
が高まるため、これに着目した対策の事例です。

転倒防止対策の充実
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タイト
ル

段差軽減による転倒(踏み外し)対策

事例

改善前
↓
改善後

ポイ
ント

段差を小さくするだけでなく、踏面の面積を広くする、蹴上部分の引っかけ防
止板（蹴込板）を設置した。

35cm
20cm

つま先引っか
け防止板

50cm

タイトル 踏み台昇降

取組内容

ベテラン社員の踏み台昇降負荷を軽減する為に段差の低い踏み台を
作成し使用
通常200～230㎜の高さを160㎜以下に設計

ポイント ベテラン社員の体力を考慮した階段設計



高齢化により熱中症リスクは高まります。
対策をより充実させた取組事例です

熱中症への対策の充実
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高齢化により熱中症リスクは高まります。
対策をより充実させた取組事例です

熱中症への対策の充実
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タイ
トル

１熱中症リスク警告（体温）のウエラブルシステム
２熱中症リスク判定ＡＩ判定カメラ

事例

改善前
↓
改善後

１ ２

ポイ
ント

自分では気づきにくい熱中症リスクを客観的に知らせる機器の導入により
早めに気づけるとともに、気がねなく作業中止ができる

早期発見のための掲示物

工場内の休憩設備の設置



より具体的、よりわかりやすく危険の見え
る化対策に取組んだ事例です。

安全作業の見える化対策
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タイ
トル

作業手順書の動画化
（グラインダといし取替え、機械の刃の清掃作業）

事例

改善前
↓
改善後

ポイ
ント

これまで書面のみだった作業標準、作業手順を動画化すること
により、理解力が十分でない新入者、外国人労働者にも理解し
やすいものとなった

タイ
トル

危険をこれまでより具体的に見える化する

事例

改善前
↓
改善後

「フォークリフトマーカー」によるフォーク 機械作動中パトランプ設置
差込み位置の見える化対策

ポイ
ント

フォークリフトのフォーク差し込みの過不足による危険の見える化
眼ではわかりづらい機械作動（軸回転）のパトランプによる見える化

主軸回転中



外国人労働者に安全教育基礎教材（安全人
間カード）の母国語版を作成した事例です

母国語による安全教育資料
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その他、オリジナルな取組事例
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教育啓発資料の作成・掲示、その他ユニークな取組事例



その他、オリジナルな取組事例
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タイ
トル

月替わりでオリジナルポスターを管理者が自らモデルとなり作
成、掲示

事例

ポイ
ント

過去の労災・ヒヤリハット事例を基にポスターを作成し掲示。
管理職自らがモデルとなることで親しみやすく、職場でも話題
となり啓発効果が高いものとなっている。



セルフチェックによるリスクの把握
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高齢化に伴うリスクの増加を数値で把握します



高齢化に伴うリスクの増加を数値で把握します

セルフチェックによるリスクの把握
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参加事業場数 170事業場

期間内無災害事業場 （休業4日以上）159事業場

提出された取組項目 （のべ）593項目

優良賞事業場 コベルコ建機（株）大垣事業所 （大垣市）

JFEエンジニアリング・三井住友建設・日本車両製造JV
東海環状道養老ＩＣ本線橋他工事 （養老町）

（社福） 麋城会 （大垣市）

敢闘賞事業場 イビデン産業（株） （大垣市）

（株）ティ・エス・メカテック （垂井町）

フタムラ化学（株）大垣工場 （大垣市）

プロジェクトをふりかえって

プロジェクト参加事業場内訳 休業4日以上の労働災害（11月末速報値）
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197 190

352
333

うち５０歳
以上件数
３.6％減

2024年 2025年

全労働災
害件数
５.４％減

プロジェクト参加事業場の取組項目 事業場数

（加齢とともに暑熱環境に対処しにくくなるので）意識的な水分・塩分補給の指導 71

熱中症初期対応が遅れないよう医療機関搬送等の処置を的確に行う体制整備 51

階段に手すりを設ける、通路の段差を解消、すべり止めの設置等の転倒防止対策 44

涼しい休憩場所の整備、通気性のよい服装や熱中症対策用品の導入・充実化 42

始業時の体調確認、体調不良時のすみやかな申出等に係る教育指導 32

作業台の高さや設備配置の改善、器具の導入等作業負荷の軽減措置 31

経営トップからの高年齢者・外国人等への安全・健康対策に取組む方針の表明 29

（解消が困難な）段差や、墜落可能性のある危険個所への表示等による注意喚起 29

加齢による身体機能の衰え等に係るセルフチェックの実施 23

製造業

89 52.4%

建設業 22 

12.9%

運送業 21 

12.4%

農林業 3 

1.8%

商業 8 

4.7%

保健衛生業

11 6.5%

その他 16 

9.4%



エイジフレンドリーな職場づくり
に向けて

高年齢労働者の労働災害の割合が増加する中、厚生労働省は令和
８（2027）年４月１日施行の改正労働安全衛生法において「エイジフ
レンドリーガイドラインを基にした新たな指針を示し、これに基づき、
高年齢労働者の特性に配慮した作業環境の改善、作業管理その他必
要な措置を講ずることを事業者の努力義務とする」としています。

本事例集のほか、以下の資料を参考に、「みんなが安心して働くこと
ができる職場づくり」にお取組み頂きますようお願いいたします。

【厚生労働省ホームページ】

・高年齢労働者の安全衛生対策について

・エイジフレンドリーガイドライン

【中央労働災害防止協会ホームページ】

・人生１００年時代の職場の安全と健康

・ 転びの予防
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ゼロ災継続CHUたろう

西濃エイジフレンドリーでゼロ災プロジェクト2025
キャラクター 【ゼロ災継続ＣＨＵたろう】

優れた聴力を持つネズミがモチーフ。緑十字の大きな耳で職場
の安全を願うみんなの声に耳を傾け、どんな声も聞き逃さない。
プロジェクトにいっしょに取組んだ「大垣ミナモソフトボールクラ
ブ」にちなみ、バットとキャップを身に着け、墜落制止用器具のし
っぽを備えている。口ぐせは 「ＣＨＵ意！集ＣＨＵ！」


	スライド 1: 西濃エイジフレンドリーでゼロ災プロジェクト2025　 参加事業場取組事例集
	スライド 2: 作業負荷の軽減に係る取組 
	スライド 3: 作業負荷の軽減に係る取組 
	スライド 4: 作業負荷の軽減に係る取組 
	スライド 5: 作業負荷の軽減に係る取組 
	スライド 6: 高年齢化によりつまづきによる転倒災害リスクが高まるため、これに着目した対策の事例です。
	スライド 7: 高年齢化によりつまづきによる転倒災害リスクが高まるため、これに着目した対策の事例です。
	スライド 8: 熱中症への対策の充実 
	スライド 9: 熱中症への対策の充実 
	スライド 10: より具体的、よりわかりやすく危険の見える化対策に取組んだ事例です。
	スライド 11: 外国人労働者に安全教育基礎教材（安全人間カード）の母国語版を作成した事例です
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: 高齢化に伴うリスクの増加を数値で把握します
	スライド 15: 高齢化に伴うリスクの増加を数値で把握します
	スライド 16
	スライド 17: エイジフレンドリーな職場づくりに向けて　

